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KM法 : ⽣成AI時代の知的⽣産の技術
三上俊治（東洋⼤学）



1. ⽣成AI時代の
知的⽣産の技術
「知的⽣産」というのは、梅棹忠夫さんが発明した⾔葉です。それは、「⼈

間の知的活動が、なにかあたらしい情報の⽣産にむけられているような場

合」と定義されています。梅棹忠夫⽒の著書「知的⽣産の技術」は、この分

野の古典的名著として知られています。

by Shunji MikamiSA



「発⾒の⼿帳」から「京⼤型カード」へ

1

発⾒の⼿帳

梅棹⽒は、アイデアや発⾒を記録するための「発⾒の⼿帳」を提唱しました。これは、毎⽇

の経験の中で、頭にひらめいたアイディアや新しい発⾒をその場で記録するためのツールで

した。

2

京⼤型カード

その後、梅棹⽒は「京⼤型カード」を考案しました。これは、発⾒の⼿帳に書いたアイデア

を整理するためのカード式のファイリングシステムです。カードに書かれた情報は、⾃由に

組み合わせて新しい知識を⽣み出すことができます。



「こざね法」による⽂章作成

1
主題に関連する事柄をカードに書き出す

単語、句、短い⽂章で、⼀枚に⼀項⽬ずつ書いてゆく

2
紙切れを「こざね」にまとめてゆく

論理的につながりのある紙切れをグループ化

3
「こざね」の内容を⽂章化する

導⼊、本論、結論の流れ

まず、書きたいテーマに関するアイデアをできるだけ多く集めます。発⾒の⼿帳やカードを活⽤して、思

いついたことを書き留めていきます。次に、集めたアイデアを「京⼤型カード」で整理します。関連する

アイデアをグループ化し、論理的な流れを作ります。最後に、整理したアイデアを基に、⽂章の構成を決

めます。導⼊、本論、結論の流れを意識しながら、アイデアを⽂章化していきます。これが独創的な⽂章

を作るために、梅棹さんが考案した「こざね法」です。



情報収集、整理、制作の
3段階モデル

1 情報収集

まずは、書きたいテーマに関する情報を幅広く収集します。インターネットや

図書館、専⾨家への取材、⽣成AIツールの利⽤など、様々な情報源を活⽤しま
す。

2 情報の整理

次に、収集した情報を階層的に整理します。梅棹さんは、「京⼤型カード」を

フルに活⽤しましたが、現代では、Notionなどの情報整理ツールを利⽤しま
す。

3 コンテンツ制作

最後に、情報整理ツールで編集、保存した情報を基にコンテンツを制作しま

す。論⽂、ブログ記事など、⽬的に合わせた形式で情報を表現します。



「規格化」による知的⽣産の効率アップ

情報の標準化

情報を収集する際、⼀定の規格

に従うことで効率が上がりま

す。例えば、ウェブページの構

造を統⼀したり、⽂書のフォー

マットを決めたりすることで、

情報を整理しやすくなります。

作業の標準化

作業⼿順を標準化することも重

要です。例えば、⽂章作成の際

に⼀定のプロセスを決めておけ

ば、作業の効率が上がります。

また、チームで作業する場合

は、ルールを共有することで円

滑な協⼒が可能になります。

ツールの標準化

使⽤するツールを統⼀すること

で、作業がスムーズになります。

例えば、ワープロソフトやプレ

ゼンテーションツールを決めて

おけば、互換性の問題が起きに

くくなります。



2. ⽣成AIポータルの

構築

⽣成AIの活⽤を効率化するため、Edgeブラウザを専⽤のポータルサイトにす
ることを考案しました。このポータルには、複数の⽣成AIツールと情報整理
ツール、コンテンツ作成ツールが組み込まれています。ユーザーは、このポ

ータル上で情報の収集、整理、制作を⼀括して⾏うことができます。



KM法の発想
川浦康⾄⽒（東経⼤）と三上（東洋⼤）の何気ないLINEトークがきっかけと
なり、⽣成AIポータルの構築が開始されました。



⽣成AIを組み込んだEdgeブラウザの活⽤

1
サイドバーメニュー

⽣成AIツールを登録 ( ChatGPT4, Copilot, Gemini, Claude3, Gamma, Canvaなど）

2
上部メニュー

整理·作成ツールを配置 (Notion, Microsoft365, Wordpress他）

3
メイン画⾯の活⽤

プロンプト、情報整理、コンテンツ作成

Edgeブラウザのサイドバーに、ChatGPT、Copilot、Geminなどの⽣成AIツールを配置します。上部メニュ
ーには、Notionなどの情報整理ツールとOffice製品などのコンテンツ作成ツールを配置します。メイン画
⾯では、情報整理ツールでプロンプトを作成し、サイドバーの⽣成AIで情報を⽣成できます。⽣成された
情報はNotionに保存し、コンテンツ作成ツールに転送して制作に活⽤します。



3. ポータルに組み込むWebツール

⽣成AIツール

ChatGPT

Copilot

Gemini

Claude

情報整理ツール

Notion

OneNote

Evernote

コンテンツ作成ツール

Microsoft 365

Google Workspace

WordPress

Note



4. プロンプトの⽤途

テキスト⽣成

プロンプトを使って、⽣成AIにテキストを⽣
成させることができます。⽂章、⼩説、詩な

ど、様々な種類のテキストを作成できます。

画像·動画⽣成

プロンプトから画像や動画を⽣成することも

可能です。イラストや写真、アニメーション

など、さまざまな種類の視覚コンテンツを作

り出せます。

⾳楽⽣成

⾳楽の⽣成にもプロンプトが使えます。メロ

ディーやリズム、特定の楽器の⾳⾊など、さ

まざまな指定ができます。

コード⽣成

プログラミングのコードを⽣成するのにも、

プロンプトは有効です。⾔語の指定や、実⾏

したい処理の説明を与えることで、コードを

⾃動⽣成できます。



プロンプト作成のコツ

1

⽬的を明確にする

プロンプトを作成する前に、⽣成したいコンテンツの⽬的を明確にしましょう。⽬的が明確

であれば、適切なプロンプトを作成しやすくなります。

2

簡潔にする

プロンプトは簡潔に書くことが重要です。冗⻑な表現は避け、核⼼を的確に表現しましょ

う。

3

具体的な指⽰を与える

⽣成AIに具体的な指⽰を与えることで、より適切な出⼒が得られます。抽象的な表現は避
け、具体例を挙げるなどして、明確に指⽰を出しましょう。

4

論理的な構成

プロンプトには論理的な構成が求められます。前提条件、制約条件、⽬的などを整理し、わ

かりやすい順序で記述しましょう。



代表的なプロンプティング⼿法

Zero-shotプロン
プティング

事前の学習データなし

で、プロンプトのみか

ら⽣成を⾏う⼿法で

す。

Few-shotプロン
プティング

少数の⼊⼒例とプロン

プトを組み合わせて⽣

成を⾏う⼿法です。

Chain-of-
Thought (CoT)
プロンプティング

推論過程を明⽰的に記

述することで、より論

理的な出⼒を得る⼿法

です。

ReActプロンプテ
ィング

⽣成AIの出⼒を⼈間が
修正し、その修正結果

をプロンプトに追加し

て再⽣成を⾏う⼿法で

す。

深津式プロンプト

#命令書、#制約条件な
どで指⽰を明確化でき

ます。

会話型プロンプト

スマホなどで⼈間とAI
が⾃然な会話をしなが

ら⽣成できます。



5. ⽣成AIポータルの利⽤⼿順
⽣成AIポータルは、AIを活⽤したコンテンツ制作を効率化するための強⼒なツールです。このセクション
では、⽣成AIポータルの利⽤⼿順について詳しく説明します。情報整理ツールの活⽤、⽣成AIツールの実
⾏、コンテンツ作成アプリとの連携、プレゼンテーション·スライドの作成など、さまざまな機能を効果

的に活⽤する⽅法をご紹介します。



情報整理ツール上のプロンプト管理

1
プロンプトDBの作成

Notionで管理

2
データベースの設計

種類、⽬的、⾔語など

3
効率的な運⽤

体系的な整理

⽣成AIを効率的に活⽤するためには、プロンプトの管理が不可⽋です。Notionに「プロンプトDB」のペー
ジを作成し、プロンプトを体系的に整理することをおすすめします。データベースの項⽬には、プロンプ

トの種類、⽬的、⾔語などを設定することで、より効果的な運⽤が可能になります。



⽣成AIツールの実⾏と結果の保存

1
プロンプトの選択

作成したいコンテンツに合わせて

2
⽣成AIツールの実⾏

プロンプトを⼊⼒して実⾏

3
結果の保存

Notionなどに保存

まずは、作成したいコンテンツに合わせてプロンプトを選択します。例えば、フランス語の「複合過去」

のテキストを作成したい場合は、そのようなプロンプトを選びます。選択したプロンプトを⽣成AIツール
に⼊⼒し、実⾏します。AIがコンテンツを⽣成するので、しばらくお待ちください。⽣成された結果を確
認し、必要に応じて編集を加えます。その後、Notionなどの情報整理ツールに保存しておきましょう。



情報整理アプリからコンテンツ作成アプリ
へ

1

Edgeブラウザの画⾯分割機能

Edgeブラウザの画⾯分割機能を活⽤すると、情
報整理アプリとコンテンツ作成アプリを同時に

表⽰できます。これにより、効率的にコンテン

ツを作成することができます。

2

�AIを使ったプレゼンテーション作成

Gammaアプリを使うことによって、⼿間のか
かるプレゼン資料も効率的に作成できます。

3

NotionとWordpressの連携

「フランス語の複合過去形に関する解説」のペ

ージ作成の事例



⽣成AIを使ったプレゼンテーション·ス
ライドの作成

1
発表のアウトラインをWordに保存

テーマに合わせ

2
Gammaによるスライドの⽣成

アウトラインを読み込ませて、AIがスライドを作成

3
編集と調整

GammaのAI編集機能を使って、プレゼンを完成

まずは、プレゼンテーションの内容を箇条書きにしてWordに作成します。次に、WordファイルをGamma
に読み込ませ、Gammaが叩き台のスライドを⽣成します。最後に、⽣成されたスライドを確認し、AI編集
機能を使って編集を加えます。構成、内容、デザインなどを調整し、プレゼンテーションに最適な状態に

仕上げます。



6. ⽣成AIポータルの活⽤事例

⽣成AIによるクイズ
HPの制作

⽣成AIを活⽤すれば、クイズ
サイトの制作が格段に効率化

されます。クイズの選択肢や

解説、関連情報などを⽣成AI
で作成できます。

⽣成AIを外国語学習に
活⽤する

外国語学習においても⽣成AI
は⼤いに役⽴ちます。単語

帳、例⽂、要約、会話⽂、練

習問題などを⽣成AIで作成す
ることができます。

「私の東京散歩」HP
の制作

個⼈的な体験を記録したウェ

ブサイトを作成する際にも、

⽣成AIが活躍します。⾃作の
散歩の記録、ウォーキングマ

ップ、フォトアルバムに加え

て、⽣成AIの解説がHPの内
容をリッチにしてくれます。



⽣成AIによるクイズHPの制作

1

「利⽤と満⾜」研究とクイズ番組の効⽤

クイズ番組は、視聴者の多様な「利⽤と満⾜」をもたらすという従来の研究があります。⽣

成AIを活⽤してクイズHPを作成すれば、このような効⽤を最⼤化することができます。

2

⽣成AIと⼈間の分業

クイズHPの制作では、⽣成AIと⼈間がそれぞれの得意分野を分担します。⽣成AIが選択肢
や解説を作成し、⼈間がその内容をレビューして調整します。

3

クイズ作成のプロンプト

クイズの作成には、適切なプロンプトが不可⽋です。例えば、「歴史クイズの問題⽂と解説

を作成してください」などのプロンプトを⽤意します。

4

⽣成AIによる実⾏

プロンプトをクイズの問題と正解を⽣成AIツールに⼊⼒すると、AIがクイズの選択肢と解説
を⽣成してくれます。

5

Quiz Makerプラグインへの⼊⼒

⽣成された問題⽂と解説をWordPressの「Quiz Maker」プラグインに⼊⼒します。

6

WordPressでのクイズ作成

Quiz Makerプラグインを使って、クイズページをWordPressサイト上に公開します。



⽣成AIを外国語学習に活⽤する

単語帳の作成

⽣成AIを使えば、効率的に単語帳を作成できま
す。単語の意味、発⾳、例⽂などを表形式で⽣

成してもらえます。

例⽂の作成

単語の使い⽅を理解するには、例⽂が重要で

す。⽣成AIに単語を⼊⼒すれば、適切な例⽂を
⽇本語訳つきで⽣成してくれます。

⽂章の要約

⻑⽂の要約は⼤変な作業ですが、⽣成AIなら簡
単に原語と⽇本語の要約⽂を作成できます。要

約を通じて、⽂章の構造を把握しやすくなりま

す。

会話の⽣成

会話⽂を⽣成AIで作成すれば、リスニング⼒や
会話⼒の向上が期待できます。さまざまな状況

の会話⽂を⽣成することができます。

⽂章の構成

⽣成AIに⽂章のテーマを⼊⼒すれば、論理的な
構成で⽂章を⽣成してくれます。作⽂の参考に

することができます。

練習問題、模擬テストの作成

⽣成AIを使えば、効率的に練習問題や模擬テス
トを作成できます。問題⽂と解答例を⽣成して

もらえます。



「私の東京散歩」HPの制作

独⾃コンテンツの
重要性

ウェブサイトには独⾃

のコンテンツが不可⽋

です。⽣成AIを活⽤す
れば、オリジナルのコ

ンテンツをよりリッチ

に演出できます。

散歩の記録

⽣成AIに散歩のルート
や⾒どころを⼊⼒すれ

ば、その内容を⽂章化

してくれます。散歩の

記録を簡単に作成でき

ます。

フォトアルバム

散歩中の⾵景写真をフ

ォトアルバムとしてま

とめると良いでしょ

う。⽣成AIに写真の説
明⽂を作成してもらえ

ます。

⽣成AIによるバ
ラの解説

散歩中に⾒かけたバラ

の種類や由来につい

て、⽣成AIに解説⽂を
作成してもらうことが

できます。



7. ハルシネーション対策
ハルシネーションとは⽣成AIが出⼒する誤った情報や事実無根の内容の
ことです。⽣成AIの限界から⽣じる問題です。

1.

ハルシネーションの原因ハルシネーションの主な原因は、学習データの

不⾜や偏り、モデルの制約などです。⽣成AIが適切に学習できていない
ことに起因します。

2.

ハルシネーション対策ハルシネーションを防ぐには、出⼒内容の事実確

認が重要です。信頼できる情報源と照合し、誤りがないか確認する必要

があります。

3.



8. ⽣成AIと認知バイ
アスの問題
⽣成AIの発展に伴い、新たな課題として認知バイアスの問題が浮上していま
す。この問題に取り組むための解決策について解説します。



認知バイアスとは何か

認知バイアスとは、⼈間の認知プロセスに潜む⼀種の「歪み」のことです。

私たち⼈間は、常に無意識のうちに様々な判断や意思決定をしていますが、

その際に客観的な事実と離れた認識をしてしまうことがあります。たとえ

ば、同じ情報に対して肯定的に評価するバイアス（確認バイアス）や、⾃分

に都合の良い情報を選んで受け⼊れるバイアス（選択的知覚）などがあげら

れます。これらのバイアスは、⼈間の合理的な判断を妨げ、偏った意思決定

につながる可能性があります。



認知バイアスの発⾒と克服

1 バイアスの発⾒

まずは、⾃⾝の中にある認知バイアスを意識化することが重要です。多様な価

値観や意⾒に触れ、⾃分の判断の偏りを客観的に把握する努⼒が必要です。

2 バイアスの正常化

バイアスを持っているからといって、それを全⾯的に否定する必要はありませ

ん。むしろ、それらを正常な範囲で活⽤する⽅法を⾒出すことが重要です。状

況に応じて柔軟に対応できるようになることが⼤切です。

3 バイアスの克服

最終的には、認知バイアスを可能な限り排除し、より客観的な判断を下すこと

が望ましいでしょう。データに基づいた合理的な分析や、多⻆的な視点を持つ

ことが、バイアスを克服する上で重要な⼿段となります。



⽣成AIにおける認知バイアスの問題

1 属性バイアスの影響

⽣成AIは、訓練データの
偏りから属性バイアスを

学習する可能性がありま

す。たとえば、⼥性に対す

るステレオタイプを⽣成

したり、特定の⼈種や性

別を差別的に扱うなどの

問題が指摘されています。

これは、⽣成AIの公平性
と信頼性を損なう重⼤な

課題となります。

2 バイアスの増幅

⽣成AIは、⼈間の認知バ
イアスを増幅させる可能

性もあります。簡単に⼤量

のコンテンツを⽣成でき

るため、偏った情報を瞬

時に拡散してしまう危険

性があるのです。ニュース

や広告、ソーシャルメディ

アなどでのバイアスの増

幅は、社会的な影響も⼤

きくなります。

3 バイアスの軽減

⼀⽅で、⽣成AIはバイアス
を軽減する可能性も秘め

ています。多様な視点を学

習することで、偏⾒のな

い公平なコンテンツを⽣

成したり、⼈間の判断を

サポートすることができ

ます。適切な監視と設計に

よって、⽣成AIは認知バイ
アスの克服に貢献できる

と考えられます。



⽣成AIによるバイアス防⽌対策

1

多様性のあるデータセットの活⽤

性別、⼈種、年齢、地域など、多様な背景を反映したデータを集

める

2

アルゴリズムの透明性と倫理的設計

偏⾒につながる要素を排除し、倫理的な原則に基づいた

設計

3

⼈間との協働と監視

AIの出⼒物を常にチェックし、問題点を発⾒し
て迅速に改善



ユネスコ憲章の前⽂

1945年11⽉に採択された「ユネスコ憲章」の前⽂では、第⼆次世界⼤戦の教訓をもとに、次のような⾼邁
な思想を表明しています。

「戦争は⼈の⼼の中で⽣まれるものであるから、⼈の⼼の中に平和のとりでを築かなければならな

い。」

「相互の⾵習と⽣活を知らないことは、⼈類の歴史を通じて世界の諸⼈⺠の間に疑惑と不信を起こした

共通の原因であり、この疑惑と不信の為に、諸⼈⺠の不⼀致があまりにもしばしば戦争となった。」

「ここに終わりを告げた恐るべき⼤戦争は、⼈間の尊厳·平等·相互の尊重という⺠主主義の原理を否

認し、これらの原理の代りに、無知と偏⾒を通じて⼈種の不平等という教養を広めることによって可能

にされた戦争であった。」

この思想を実現するには、これまでに築かれてきた社会⼼理学における「認知バイアス」の研究成果を⽣

成AIに適⽤し、私たち⼈類が⽣成AIと緊密な協働を進めることによって、それぞれの得意な能⼒を最⼤限
に活かし、認知バイアスの克服に取り組むことが必要です。



⽣成AIと⼈間の協働

⼈間の知恵と経験

⼈間は複雑な状況判断や創造

性、共感性において優れていま

す。⽣成AIと協働することで、⼈
間の⻑所を最⼤限に活かすこと

ができます。

AIの⾼速処理能⼒

⽣成AIは⼤量のデータを⾼速で
処理し、⼈間の判断をサポート

することができます。⼈間とAIが
互いの⻑所を⽣かし合うこと

で、より良い意思決定や問題解

決が可能になるでしょう。

相互理解と協調

⼈間とAIが対等なパートナーと
して協働し、お互いの限界を補

完し合うことが重要です。相互

の理解と尊重に基づいた関係性

を構築することが、バイアスの

ない社会を実現する鍵となりま

す。



⼈類と⽣成AIの共創の未来
認知バイアスの発⾒において、⼈間と⽣成AIが協⼒して、お互いの認知バイ
アスを発⾒し、意識化することが重要です。発⾒したバイアスを、データ分

析や倫理的な設計によって軽減し、より公平な判断を⾏うことができます。

⼈間とAIが対等なパートナーとして、お互いの⻑所を⽣かしながら、新しい
価値を⽣み出していくことが期待されます。⼈間の知恵と経験、AIの⾼速処
理能⼒、そして相互の理解と尊重に基づいた協調関係によって、バイアスの

ない公平な社会の実現が可能になるでしょう。

その意味でも、未来の世界平和を実現するために、社会⼼理学者とそのパー

トナーである⽣成AIの役割はますます重要になると考えられます。


